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2026 年 4 月 1 日 

報道関係者各位 

慶應義塾 

 

慶應義塾、AIキャンパス構想の実現に向け、 

Microsoft 365 Copilot 活用等の取り組みを推進 

 

慶應義塾（所在地：東京都港区、塾長：伊藤公平、以下「慶應義塾」）は、「AI キャンパス構想」

の実現に向け、教育・研究・大学運営における AI利活用の高度化を目的として、マイクロソフトの

技術を活用し、AIおよびクラウド技術の活用を含む取り組みを進めていきます。 

 

 

1. 協力の背景 

慶應義塾では、AIを全学的な知的インフラと位置づけ、文理を問わず全学生・研究者が AIと対峙し、

社会の発展に資する活動に従事するためのビジョンとして「AIキャンパス構想」を掲げています。その

一環として、学生・研究者にとって「世界最高峰の AIキャンパス」を 3年以内に形作ることを目標に、

最先端の AI・デジタル環境の整備を進めています。 

こうした構想の実現に向け、慶應義塾は、教育・研究・大学運営を横断する全学的な AI推進体制の構

築を検討しており、その過程において、マイクロソフトが提供する AI プラットフォームやクラウド基

盤、実装に関する知見を活用しながら取り組みを進めることとしました。 

 

 

2．主な取り組み 

慶應義塾は、以下の取り組みを進めます。 

・ 教職員の事務 DXと AI活用能力強化： 

事務職員向けの Microsoft 365 Copilot の導入設計アドバイザリ・ワークショップ実施・活用支

援等を通じて、大学全体の生産性向上の基盤を確立し、大学運営のボトルネック（認知負荷・非効

率・縦割り）を解消します。あわせて、導入・運用支援（活用設計、研修、ユースケース展開等）

を通じ、事務職員一人ひとりの AIリテラシーと業務変革力を高めます。これらの取り組みにより、

現場での実装と継続的な改善を推進し、慶應義塾全体が AI利活用を積極的に行う組織へと変革し

ていきます。 

 

・ 次世代 AI研究と産学間の学際連携の加速： 

AIキャンパス構想実現に向け、Azure Sponsorship等の活用を推進し、AI for Scienceの領域な

どでの学際融合研究を加速します。 

 

・ セキュリティガバナンスと倫理・政策モデル構築： 

倫理・法制度・ガバナンスを「運用可能なモデル」として設計・実装します。教育・医療・公共分

野等で実証可能な AIガバナンスのリファレンス提示を目指します。 
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3．今後の展開 

慶應義塾は、学内における AI利活用の定着支援と、先端研究・教育への展開を段階的に進めていきま

す。あわせて、そこで得られる成果や知見を取りまとめ、教育・医療・公共分野等においても実証・展

開可能な AIガバナンスの参照モデルとしての社会展開を目指します。 

 

 

4．関係者コメント 

慶應義塾 塾長 伊藤 公平 コメント： 

「慶應義塾は、AIを全学的な思考や創造を支援する「知的インフラ」と位置づけ、AIを徹底的に活

用して使いこなすことで、人と AI が協働して新たな知を創造する『AI キャンパス構想』を推進し

ています。日本マイクロソフトの協力により、教職員の業務変革から先端研究の加速、さらには AI

ガバナンスの社会実装まで、大学が果たすべき役割を一段高い次元で実現できると確信していま

す。」 

 

日本マイクロソフト株式会社 執行役員 常務 パブリックセクター事業本部長 木村 靖 コメント： 

「AIを全学的な知的インフラとして位置づけ、教育・研究・大学運営を横断して変革を進める慶應

義塾様の挑戦に、深く共感しています。協働を通じて、現場で真に価値を発揮する AI 利活用の定

着、学際研究の加速、そして信頼できるガバナンスの確立を一体で推進し、『世界最高峰の AIキャ

ンパス』づくりに貢献してまいります。」 

 

 

＜関連情報＞慶應義塾大学 プレスリリース一覧：https://www.keio.ac.jp/ja/press-releases/ 

 

 

※本取り組みの内容は、今後の協議により変更となる場合があります。 

※Microsoft、Microsoft 365、Azure は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国に

おける登録商標または商標です。 

※Microsoft 365 は、Microsoft Corporation が提供するサービスの名称です。 

 

 

 

 

※ご取材の際には、事前に下記までご一報くださいますようお願い申し上げます。 

※本リリースは、文部科学記者会、各社社会部・教育部等に送付しています。 

・本リリースの配信元 

慶應義塾広報室 担当：道祖土（さいど）  

TEL：03-5427-1541  FAX：03-5441-7640 

E-mail：m-pr@adst.keio.ac.jp     https://www.keio.ac.jp/ 

https://www.keio.ac.jp/ja/press-releases/
https://www.keio.ac.jp/

